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坂 口謹一郎博士の刻字
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沖
縄
で
の
泡
盛
体
験
／
ゆ
い
レ
ー
ル
応
援
酒
『鐵
の
道
』

〓
¨
　

１２
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
那
覇
市
を

＝

訪
ね
た
。
日
本
機
械
学
会
の
講
演
会
が

＝

琉
球
大
学
工
学
部
で
開
催
さ
れ
た
の

＝

で
、妻
と

一
緒
に
出
掛
け
た
。
今
年
は
、

出

沖
縄
の
本
土
復
帰
５０
周
年
で
あ
り
、
沖

＝

縄
で
は
そ
の
関
連
行
事
が
行
わ
れ
て
い

＝

た
。
４９
年
前
、
当
時
学
生
で
あ
っ
た
筆

者
は
、
同
学
会
の
関
西
学
生
会
が
企
画

し
た
神
戸
～
那
覇
の
船
上
大
学
と
い
う

行
事
に
参
加
し
、
返
還
直
後
の
沖
縄
を

視
察
＆
体
験
し
た
。あ
れ
か
ら
半
世
紀
、

こ
れ
ま
で
４
～
５
回
訪
問
し
て
い
る

が
、
今
回
は
多
く
の
発
見
が
あ

っ
た
。

筆
者
は
、
「
活
性
化
」
を

「
快
活
」

と
言
い
換
え
、
地
域
快
活
を
行

っ
て
い

る
。
そ
の
対
象
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
鉄

道

（地
方
鉄
道
）
と
沿
線
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
沿
線
の
酒
蔵
に

『鐵
の

道
』
と
い
う
銘
柄
の
地
酒
を
商
品
化
、

こ
れ
ま
で
北
は
三
陸
鉄
道
か
ら
南
は
土

佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ま
で
、
９
路
線
１０
蔵

か
ら

『
鐵
の
道
』
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
こ
の

『
鐵
の
道
』
を
、
沖
縄
で
は

那
覇
市
内
を
走
る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
あ
る

「ゆ
い
レ
ー
ル
」
と
沖
縄
の
地
酒
で
あ

る
泡
盛
で
、
″ゆ
い
レ
ー
ル
応
援
酒

『
鐵

の
道
』
″
を
開
発
す
る
計
画
を
立
て
、

酒
造
と
鉄
道
の
関
連
法
人
に
こ
れ
を
提

案
す
る
こ
と
も
、
沖
縄
訪
間
の
目
的
と

し
た
。

¨
　

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。
¨

一
墓
示
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

¨

¨
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

¨

¨
（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

¨

¨
の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

¨

¨
テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

¨

¨
と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

¨

¨
こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

¨
カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

¨
ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

¨
「鐵
の
道
」
の
製
造
・販
売
を
企

¨
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る
銘

一
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一
般

一
社
団
法
人
「洸
楓
座
」
代
表
。
一

一
般
財
団
法
人

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

一
ア
ム
い
す
み
」
代
表
。

界
に
誇
り
う
る
酒
　
泡
盛
の
本
質
を
表

＝

わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
ｏ
」
（平
成
２１

＝

年
６
月
１２
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨̈
¨

こ
の
泡
盛
の
伝
統
と
誇
り
を
筆
者
も

＝

心
根
と
し
て
、
組
合
の
役
員
と
意
見
交

轟

換
し
た
。
そ
の
後
、
応
援
対
象
で
あ
る

＝

「ゆ
い
レ
ー
ル
」
の
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

輩

ル
株
式
会
社
を
訪
間
、
筆
者
の
本
土
で

＝

の

『鐵
の
道
』
に
つ
い
て
の
取
組
を
説

＝

明
し
賛
同
を
願
っ
た
。
同
社
は
沖
縄
空

＝

港
に
近
接
し
て
い
る
。
沖
縄
で
得
た
多

＝

く
の
体
験
と
思
い
出
を
抱
き
、
成
田
へ

＝

の
夕
方
便
に
乗
っ
た
。
以
上
、
訪
間
の

議

概
要
を
紹
介
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
．‥

出
島
の
酒
フ
ェ
ス
タ
＆

　

賛
律
規瑚
「お
£
鵡

一一
　

　

巨
大
な
シ
ー
サ
ー

【
日
肝
仁
一̈
歌

の
家

〓
¨
　

訪
問
初
日
、
那
覇
空
港
か
ら
ゆ
い

を
会
場
に
沖
縄
県
酒
造
組
合
が
主
催
、

＝

レ
ー
ル
で
県
庁
前
駅
を
降
り
る
と
、
泡

広
場
に
は
巨
大
な
シ
ー
サ
ー
も
あ
る

＝

盛
の
あ
る
酒
造
が
翌
日
か
ら
始
ま
る

（写
真
）
。
人
出
も
多
く
フ
ェ
ス
タ
会
場

＝

「Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
島
の
酒
フ
ェ
ス
タ
」
の

は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
泡
盛
を
本
格
的
に

＝

予
約
券
を
販
売
し
て
い
た
。
さ
っ
そ
く

呑
む
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

っ
た

＝

『
鐵
の
道
』
を
話
題
に
し
予
約
券
も
購

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
高
い
が
、
回

当
た
り
が
い
い
。
す

っ
か
り
泡
盛
フ
ァ

ン
に
な

っ
た
。

学
会
当
日
の
３
日
は
、
今
回
の
訪
間

で
唯

一
の
強
雨
。
沖
縄
の
仕
事
着

「か

り
ゆ
し
ウ

エ
ア
」
の
長
袖
を
購
入
、
そ

れ
を
着
て
講
演
し
た
。
翌
日
４
日
は

一

転
し
暖
か
い
日
、
半
袖
の
か
り
ゆ
し
ウ

エ
ア
を
買
い
、
以
降
は
こ
れ
を
着
用
し

た
。

紹
硼卜郡

津̈呻一̈「
一辟

４
日
は
那
覇
か
ら
レ
ン

平
良
孝
七
の
写
真
展
が
あ
り
、
復
帰

タ
カ
ー
で
、
中
城
村
と
う

時
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
の
沖
縄
の

る
ま
市
に
足
を
延
ば
し

歴
史
を
日
常
の
写
真
を
通
し
て
確
認

た
。
『
元
米
兵
の
見
た
Ｏ

で
き
、
か
つ
教
え
ら
れ
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
』
写
真
展

　

午
後
に
は
、
泡
盛
で

『
鐵
の
道
』

に
。
受
付
に
い
た
護
佐
丸

を
つ
く
る
計
画
を
、
正
式
に
酒
造
組

歴
史
資
料
図
書
館
の
館
長

合

へ
挨
拶
の
た
め
訪
問
。
組
合
本
部

と
も
意
見
交
換
し
た
。
『
う

は
に
着
き
目
に
つ
い
た
の
が
大
き
な

る
ま
シ
マ
ダ
カ
ラ
芸
術
祭

石
碑
で
、
そ
れ
に
は
、
著
名
な
坂
口

２
０
２
２
』
も
鑑
賞
。
５

謹

一
郎
博
士
に
よ
る

「君
知
る
や
名

日
に
は
、
那
覇
を
ゆ
っ
く

酒
あ
わ
も
り
」
の
刻
字
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
泡
盛
の
麹
菌

″
ア
ス
ペ
ル
ス

　

酒
」
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
「
君
知
る

ア
ワ
モ
リ
″
は

「國
菌
」
と
し
て
日
本

や
　
銘
酒
　
泡
盛
」
と
い
う
、
醸
造
学

醸
造
学
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
、
広
く

界
の
日
本
の
至
宝
　
坂
□
謹

一
郎
博
士

世
界
に
宣
言
さ
れ
た
黒
麹
菌
で
あ
る
。
の
こ
と
ば
は
、
ま
さ
に
こ
の
日
本
が
世

〓
一　
牧
志
駅
前
の
広
場
に
あ
る
巨
大
な
シ
ー
サ
ー

佐
藤
建
士
口
　
「洸
楓
座
」
代
表

馳
一川
功
対
現
″
①

傍
ら
に
は
つ
ぎ
の
沖
縄
宣
言

（抜
粋
）

の
銘
板
も
あ
る
。

「
ｏ
・
沖
縄
の
誇
る
泡
盛
は
、
バ
ラ
麹

を
使
う
点
に
お
い
て
極
め
て
日
本
的
な

も
の
で
あ
り
、
世
界
に
例
を
見
な
い
麹

文
化
の
粋
を
備
え
た
蒸
留
酒
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
沖
縄
の

「泡
盛
」
は
、
「日

本
酒
」
と
と
も
に
、
ま
さ
に
日
本
の

「國


